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1. 組織の概要

(1) 名称及び代表者名
事業所名 株式会社　エンプラ

取締役社長 遠藤　孝則

(2) 所在地
本社・工場 385-0012

長野県佐久市根々井１５－５

(3) 環境管理責任者・連絡先
責任者 鴇田　勝志

連絡先 ℡　： ０２６７－６７－２３７１
Fax ： ０２６７－６７－４６４６
E-mail k-tokita@enpura.co.jp

(4) 事業内容

(5) 事業の規模
創業 1956年11月1日

資本金 4,500万円

売上高 1,240,000千円

 敷地面積 4335㎡

従業員 　　５４人

2. 対象範囲

レポート対象期間　２０２２年３月～２０２３年２月

射出成型用精密金型の設計・開発・製造・販売、
プラスチック成型品等の製造・販売

-　２　-



3．実施体制
１）組織図

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境経営方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直し・指示を実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 環境関連法規等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境経営目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境経営目標・経営計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境経営レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 環境管理責任者の指示のもと、環境経営システムの運用を行う。

・ 方針に基づき、目標及び活動計画の策定を行い、承認を得る。

・ 是正処置又は予防処置を実施、結果を環境管理責任者に報告する。

・ 関連法規、等及び最新情報の収集と実行、順守確認のまとめ及び管理。

・ 活動の実績結果を収集、環境管理責任者に報告する。

・ 環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境経営方針、環境経営目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告
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　　　　見直日　２０２３年２月２１日

５．RoHS、REACHに対応した製品を購入し、環境へ配慮します。

4

環 境 経 営 方 針

≪基本理念≫

-　４　-

私達は、お客様の信頼と満足を得る『適正品質』の提供から
廃棄削減し二酸化炭素低減を図る「地域と共生し、地球環境に
やさしい工場」プラスチック製造工場を目指します。

 １．材料発注から製品出荷までの工程内に於いて、すべての資源を含め無駄を省き、

　　全社員の英知を結集して環境マネジメントシステムの継続的改善、環境汚染の

　　予防に努めます。

 ２．環境関連の法規および地域•業界団体の協定を尊守します。

３．省エネルギー、省資源および廃棄物の削減に配慮した環境目的•目標を掲げ

　　　　制定日　２０２２年１月１１日

　　　　代表取締役　遠藤　孝則

　　全社的な目標とします。

 ４．全社員への教育と啓発活動により環境保全に対する環境意識の向上を図ります。



３月～翌年２月

単　位 基準値(202１年) 2022年目標 2023年目標 2024年目標

kg-CO2
／百万円

790.7 782.8 774.9 767.0

削減率　% 100% 99% 98% 97%

kg-CO2 664,224 657,582 650,940 644,297

% 100% 99% 98% 97%

kＷh 1,553,216 1,537,684 1,522,152 1,506,620

% 100% 99% 98% 97%

ℓ 11,317 11,204 11,091 10,977

% 100% 99% 98% 97%

ℓ 8,020 7,940 7,860 7,779

% 100% 99% 98% 97%

ℓ 11,144 11,033 10,921 10,810

% 100% 99% 98% 97%

ｋｇ 2,592 2,566 2,540 2,514

% 100% 99% 98% 97%

ｋｇ 68,908 65,463 62,017 58,572

% 100% 95% 90% 85%

㎥ 3,386 3,386 3,386 3,386

% 100% 100% 100% 100%

1.26% 1.00% 0.90% 0.80%

顧客要求に対し
100％

顧客要求に対し
100％

顧客要求に対し
100％

顧客要求に対し
100％

端数切捨て
中部電力㈱　　2020度　二酸化炭素調整後排出係数　0.３７９kg-CO2/kＷhを使用

廃プラスチック

環境効率指標
【原単位】

５. 　環境経営目標　（中長期）

項　　目

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量

電力

軽油

ガソリン

灯油

一般可燃ごみ

ＲｏＨＳ・ＲＥＡＣＨに対応した
材料の購入
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６. 環境経営計画
二酸化炭素削減について

休憩時間、退社時の消灯

人がいない場所(離席時)の消灯

OA機器の必要以上のバッテリー充電をしない

ライン停止時、非操業時の設備電源ＯＦＦ

製造設備の立上げ待機時間短縮

冷暖房稼働時の窓、扉、シャッターの開けっ放しを
しない

冷暖房機器の適正温度管理

冷暖房設備のｴｱﾌｨﾙﾀｰ清掃

急発進・急停止をしない

アイドリング時間の削減

エンジン停止、空ふかし排除

タイヤの空気圧を定期的に調整する

エアコンの適正温度管理

経済速度の遵守

最適な運行最短距離で配送及び配車の実行

灯油使用量の削減 灯油使用時の省エネ →
・冬季のドア、扉、シャッターの開けっ放しで温めた
　空気を逃がさない

廃棄物の削減
不良の削減 → ・特に成形工程の不良削減

・材料別分別の徹底からリサイクルへ

・ホットランナー化による廃棄量削減推進

・パソコン・モニターを活用(印刷しない)

・印刷前確認での誤字・脱字による再プリントの削減

・社内向け書面の裏紙印刷推進

・裏紙をメモ用紙として再利用し資源は使い切る

・紙資源リサイクルルールの周知徹底

・雑紙(資源ごみ)としてリサイクルへ

・段ボール、雑紙(古紙)は回収業者へ引き渡し
　資源として再利用

水使用量の削減
手洗い時の節水

トイレのレバーは適正方向で排水実施

工程内不良率の低減
→ ISO9001にて取り組み中

ＲｏＨＳ・ＲＥＡＣＨに対応した材料の購入
→ ＲｏＨＳ・ＲＥＡＣＨに対応した材料の購入

使用時の無駄削減 節水の徹底 →

→裏紙の利用

→

(３)

→

紙ごみ排出量の削減

リサイクル推進 →

印刷物の削減 →

工程内不良率の低減

-　６　-

(1)

ガソリン、軽油使用量の削
減

廃プラ排出量の削減

節電の徹底

(2)

廃棄分別の徹底

(4)

→

電気使用量の削減

冷暖房使用時の省エネ →

エコドライブの実施

※対象車両は社有車５台と
配送用トラック(２台)とする

(5)
環境配慮製品の販売



７. 環境経営目標の実績と評価
※ＣＯ２総排出量の記録はとるが、環境効率指標【原単位】で評価する。

％ ％
目標達成度

(目標値％-実績％)
評価

790.7 99% 782.8 77% 612.7 -22% 2

664,222 99% 657,579 114% 760,416

購入電力(kWh) 1,553,216 99% 1,537,684 115% 1,782,493 16% 1

排出量（kg-CO2） 588,669 99% 582,782 115% 675,565 16% 1

使用量(L) 11,317 99% 11,204 110% 12,493 11% 1

排出量（kg-CO2） 29,198 99% 28,906 110% 32,231 11% 1

使用量(L) 8,020 99% 7,940 111% 8,914 12% 1

排出量（kg-CO2） 18,606 99% 18,420 111% 20,681 12% 1

使用量(L) 11,144 99% 11,033 115% 12,827 16% 1

排出量（kg-CO2） 27,749 99% 27,471 115% 31,939 16% 1

購入水道量（㎥） 3,386 99% 3,352 74% 2,492 -25% 3

可燃ごみ(㎏) 2,592 99% 2,462 146% 3,786 47% 0

廃プラスチック(㎏) 68,908 95% 65,463 105% 72,037 10% 1

不良率(％) 1.26 79% 1.00 138% 2 59% 0

顧客要求対応率
(％)

100 100% 100 100% 100 0% 2

評価：　　　　　目標達成度＜-25％　　：3点　　-25％＜目標達成度≦0％　 ：2点　　 合計得点(満点42点) 16
　　　　　0％＜目標達成度≦  25％　　：1点　　 25％≦目標達成度　　　　　 ：0点　 　 　 　 小数点以下切り捨て

2022年度目標に対する実績の評価

まとめ 工程内不良率1.00％目標に対し1.74％と過敏品質により大幅に増加している。受注数増加＋不良を補う為に必要生産数
が更に増加したことで電気使用量を引き上げている。また、2023年度後半で新工場での稼働を予定しているが、インフ
ラの見直しでエアコンでの温調を工場全体で行うことから電気使用量が増加する→実績を踏まえて目標の見直し必要。

22％減　→　目標達成 売上に対するＣＯ２総排出量をもとめた値である環境効率指標【原単位】

項目

電力

軽油

ガソリン

灯油

上下水道

一般廃棄物

産業廃棄物

工程内不良率

ＲｏＨＳ・ＲＥＡＣＨに対応した材
料の購入

10％増　→　目標未達 生産増＋不良廃棄数の増加で廃棄量増大

59％増　→　目標未達 ＩＳＯ９００１にて取組中

0％増　→  目標維持
顧客からの材料要求に対応／chemSHERPAのデータ取得
と提供

12％増　→　目標未達

16％増　→　目標未達 24時間生産で暖房の使用時間増大

25％減　→　目標達成

47％増　→　目標未達

減少要因としては旧厚生棟・第一工場の解体で漏水解消か

生産増に伴う紙類の増加

コロナ禍緩和傾向で顧客・外注出張増加

目標達成状況

CO2総排出量（kg-CO2）

項目
基準値
２０２１年

（３月～翌年２月）

２０２２年　目標値
（２０２２年３～２０２３年２月）

２０２２年　実績
（２０２２年３～２０２３年２月）

環境効率指標【原単位】
（kg-CO2/百万円）

-　７　-

電力

軽油

ガソリン

灯油

上下水道

ＲｏＨＳ・ＲＥＡＣＨ
に対応した
材料の購入

工程内不良率

一般廃棄物

産業廃棄物

結果 考察

16％増　→　目標未達 生産増で生産設備の稼働増大

11％増　→　目標未達 Ｍ社向け納品及び外注依頼品の運搬増



８．環境経営活動の結果と評価、次年度の取り組み 評価点：38/63=60.3%

◎よくできた：3点　○まあできた：2点　△あまりできなかった：1点　×全くできなかった：0点

．環境効率指標 22％減 ○ 2

△ 1

・不在時の消灯 ○ 2

△ 1

○ 2

△ 1

○ 2

・冷暖房時の扉の開けっ放し防止 ○ 2

△ 1

◎ 3

・エコドライブの意識向上 ○ 2

△ 1

〇 2

・コピー紙の使用量削減 〇 2

・裏紙の再利用の促進 〇 2

・雑紙のリサイクルのための分別 ◎ 3

△ 1

◎ 3

・手洗い時の節水 ○ 2

工
程
内
不
良
率

× 0

環
境
配
慮
品

・環境配慮製品の販売 ◎ 3

- ８ -

・工程内不良の削減 59％増加
方針管理目標
「品質レベルアップ」で工程内不良削
減活動推進中

水
道

32％減少
水道に関する下記の内容を推進し、
無駄な消費を減らす

一部に自動水栓をつけた
自動水栓を極力使用し、節水に心が
けるよう呼びかけ

．水使用量削減
 （基準年比１％削減）

雑紙の分別・資源化を定着するよう維
持する

ＲｏＨＳ・ＲＥＡＣＨに対応した
材料の購入

今後も対応した材料の購入を続ける

目標値とほぼ同等
不良廃棄数の増加が問題→品質を見
直し、不良廃棄数を減らす

雑紙の分別や裏紙の再利用を推進
し、効果が出るよう活動する

工場では生産活動に不可欠な使用目
的で、削減に限界あり

継続して裏紙＋ＰＤＦ等の活用で紙
使用量を減らしていく

回覧や社内確認の書類に
裏紙を使用するようにした

回覧や社内確認の書類は裏紙を使用
する

・ＯＡ機器の必要以上のバッテリー
充電をしない

・ライン停止時、非操業時の設備電
源ＯＦＦ

各社有車に掲示して実行と効果確認

長期連休前の設備電源ＯＦＦは実施。
継続して長期連休前の設備電源ＯＦ
Ｆ実行

・製造設備の立上げ待機時間短縮
不良発生の観点からもＡ勤の早い段
階で立上げ完了を指導

作業の分担からＡ勤の早い段階で量
産できるよう継続取組

冷暖房の使用時期に注意を呼び掛け
ることで防止に努める

エコドライブによる削減を推進する

・冷房設備のフィルター掃除

エコドライブによる削減を推進する

暖房の無駄が出ないよう開けっ放しを
防止していく

休憩時・退社時の消灯は定着してき
たが、離席時の消灯が弱い

離席時の消灯理解から実践へ
退社時の巡回チェックと指導

電力の削減につながることを掲示し、
理解を求めた

特にノートＰＣの２４時間通電させず、
作業勤務体にコンセントを抜き、バッ
テリーの電力で作業をする

シーズン前に実施
フィルター掃除の頻度を決めて、運用
する

特に第三工場シャッター開けっ放しの
注意促進

次年度の取組

１６％増
生産増で設備稼働する為、使用量増
になるが節電取組を模索する

今年度より導入したので、グラフ管理
を行う

．電気使用量の削減
 （基準年比1％削減）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

評価

．灯油使用量の削減
 （基準年比1％削減）
．一般廃棄物の削減
 （基準年比5％削減）

・産業廃棄物の削減
 (基準年比1％削減)

エコドライブ兼危機管理手順書で周
知させた

廃
棄
物
削
減

４７％増加

雑紙の捨て方をルール化し、
全体に周知した

16％増

11％増

活 動 計 画
取  組  の　結  果
(２０２２年度目標比)

．ガソリン使用量の削減
 （基準年比1％削減）
．軽油使用量の削減
 （基準年比1％削減）

12％増



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価、並びに違反及び訴訟の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容、

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（—：判断なし）　

判定

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを

確認しました。

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

10．経営者の見直し評価と指示

当社がエコアクション２１の環境活動への取組をはじめ、一年が経過します。

今回より「環境効率指標【原単位】」を導きだして管理をしてまいります。環境経営目標に掲げた

電力をはじめとして殆どの項目が増加傾向になりますが、「環境効率指標」では目標達成できた

点は生産活動に対する効率性の評価ができたと思います。

また、今回の活動を通して品質が環境に影響を及ぼしている事が改めて理解できました。

つい品質は品質。環境は環境と区分けしたくなりますが、今年度実績から工程不良増による

環境経営目標項目への影響はあることから、環境経営方針に「適正品質」を加え工程管理することで

不良を過敏品質から適正品質に戻すことで環境にも貢献してまいります。

実施体制の名称変更のみで実施体制の変更なしで、環境と品質は一体であることを従業員に周知して

品質レベルを向上させ、「地域と共生した地球環境にやさしい」エンプラを目指してまいります。

株式会社エンプラ

取締役社長　　遠藤　孝則

-  ９　-

フロン排出抑制法
全ての機器 簡易点検記録

圧縮機7.5kW以上50kW未満 定期点検記録

プラスチック資源循環法 顧客設計による製品図面で環境配慮要否確認 顧客発行図面

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等

廃掃法
一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、

廃プラ、廃油等）の適正処理

契約書 ・ 許可書

（紙）マニフェスト

法定掲示板設置

消防法 少量危険物の取扱い 指定数量の1/5以上の届出


